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1 上半期実績（前年同期比較）1. 上半期実績（前年同期比較）

売上高は22億円減の2,484億円、

営業利益は9億円減の609億円、

経常利益は5億円減の620億円、

親会社株主に帰属する四半期純利益は2億円減の430億円となり、

減収減益となりました。
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テーマパーク事業①テ マパ ク事業①

売上高は、25億円減の2,053億円となりました。

入園者数は、スペシャルイベントや、

東京ディズニーシーの新規アトラクション

「ソアリン：ファンタスティック・フライト」の好調などにより、

22万人増の、1,574万人となり、

過去最高の入園者数を達成しました。

ゲスト1人当たり売上高はゲスト1人当たり売上高は、

前年に販売していた東京ディズニーリゾート35周年イベント関連商品の

販売終了に伴い、商品販売収入が減少したことから、

196円減の、11,504円となりました。
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テーマパーク事業②テ マパ ク事業②

営業利益は、14億円減の499億円となりました。

これは、ゲスト1人当たり売上高の減に伴う売上高の減少が主な要因です。

商品原価率および飲食原価率は、商品原価の評価損率の減や

飲食原価の原材料率の減などにより、コストが12億円減少しました。

人件費は、正社員人件費の増や業績賞与の増などにより、14億円増加しました。

諸経費は 前年同期に発生していた諸経費は、前年同期に発生していた

東京ディズニーリゾート35周年イベント関連費用が15億円減少したものの、

メンテナンス費やシステム関連費用の増などにより、4億円増加しました。

なお、減価償却費は、ほぼ同様となりました。
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ホテル事業ホテル事業

売上高は、

ホテルブライトンシティ京都山科の閉業により、

その他ホテルの宿泊収入が減少したことなどから、

4億円減の347億円となりました。

営業利益は、売上高が減少したものの、

研究開発費の減により諸経費が減少したことなどから、

0億円増の90億円となりました。

その他の事業

モノレール事業の乗客数の増により、売上高が増加したことなどから、

増収増益となりました。
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2 上半期実績（期初予想比較）2. 上半期実績（期初予想比較）

売上高は、

テーマパーク事業の入園者数が上回ったことなどから、

150億円上回りました。

営業利益は、

売上高の増加に加え、テーマパーク事業でコストが減少したことなどから、

124億円上回りました。
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テーマパーク事業テ マパ ク事業

売上高は、

スペシャルイベントや、「ソアリン：ファンタスティック・フライト」の好調により、

入園者数が増加したことなどから、

126億円上回り、2,053億円となりました。

営業利益は、

業績賞与の計上などによる人件費の増加があったものの、

売上高の増加に加え、商品原価率および飲食原価率の減少や、

下半期への費用の時期ずれによる諸経費の減少などから下半期への費用の時期ずれによる諸経費の減少などから、

107億円上回り、499億円となりました。
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3 上半期実績 – 業績推移3. 上半期実績 業績推移

左側の「連結売上高・営業利益率の推移」のグラフをご覧ください。

当上半期の売上高は2,484億円、営業利益率は24.5%となりました。

次に、右側の「四半期別連結営業利益の推移」のグラフをご覧ください。

前年同期に対して、第1四半期は上回り、第2四半期は下回りました。

上半期実績としては、売上高、営業利益ともに高い水準を維持しています。
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1 通期修正予想（期初予想比較）1. 通期修正予想（期初予想比較）

売上高は246億円増の5,038億円、

営業利益は159億円増の1,088億円、

経常利益は160億円増の1,099億円、

親会社株主に帰属する当期純利益は109億円増の762億円となる見込みです。

テーマパーク入園者数は、150万人増の3,150万人、

ゲスト1人当たり売上高は、10円減の11,630円、

設備投資額は、102億円減の1,574億円、

減価償却費は 6億円減の392億円となる見込みです減価償却費は、6億円減の392億円となる見込みです。

「ソアリン：ファンタスティック・フライト」の好調に加え、

スペシャルイベントの効果を見直したことなどにより、

入園者数の増加を見込み、通期予想を上方修正しました。
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2 下半期修正予想（期初予想比較） - 主な増減要因2. 下半期修正予想（期初予想比較） 主な増減要因

売上高は95億円の増加、営業利益は34億円の増加となる見込みです。

営業利益をセグメント別にみると、

テーマパーク事業は23億円の増益、

ホテル事業は10億円の増益、

その他の事業は1億円の増益となる見込みです。

商品原価率および飲食原価率は約10億円の減少、

人件費は業績賞与の計上などにより 約10億円の増加人件費は業績賞与の計上などにより、約10億円の増加、

諸経費はシステム関連費用の増などにより、約25億円の増加、

減価償却費は6億円減少する見込みです。

このようにコストは増加するものの、売上高の増加により増益となる見込みです。
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3 通期修正予想（業績推移）3. 通期修正予想（業績推移）

左側の「連結売上高・営業利益率の推移」のグラフをご覧ください。

通期修正予想の連結売上高は5,038億円、

営業利益率は21.6%となる見込みです。

次に、右側の「連結営業利益・当期純利益の推移」のグラフをご覧ください。

連結営業利益は1,088億円、

親会社株主に帰属する当期純利益は762億円となる見込みです。

売上高 各利益ともに期初予想を上回り売上高、各利益ともに期初予想を上回り、

高い水準を維持する見込みです。
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非財務の活動非財務の活動

このたびの台風により被災された皆さま、そのご家族の皆さまには心よりお見舞い

申し上げます。被災された皆さまおよび被災地の1日も早い復興を願い、義援金

4千万円を拠出することを決定しました。

また、東京ディズニーリゾートについてもご心配をおかけしました。

10月12日は臨時休園という対応をとりましたが、13日の昼には安全を確認し、

無事開園することができました。

今後もゲストの皆さまや従業員の安全に配慮しながら、運営の判断をしていきます。

次に、10月に任意の指名・報酬委員会を設置したことをご報告します。次に、10月に任意の指名 報酬委員会を設置したことをご報告します。

独立性・客観性をさらに強化することを目的に、取締役会の諮問機関として

社内取締役2名と社外取締役2名の計4名の構成で設置しました。

最後に、より一層環境に配慮した経営を目指すべく、

東京ディズニーリゾートの一部施設において ストローやカップを紙製に変更しました東京ディズニーリゾートの一部施設において、ストローやカップを紙製に変更しました。

下半期からは、ガイドマップなどをFSC認証紙へ順次変更していく予定です。

今後も、中長期的な視点をもって非財務の活動にも積極的に取り組んでいきます。
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2020中期経営計画 2019年度上半期進捗2020中期経営計画 2019年度上半期進捗

7月に「ソアリン：ファンタスティック・フライト」をオープンしたことに加え、

東京ディズニーリゾート・アプリ上でディズニー・ファストパスを

取得できるサービスも開始しました。

また、 「東京ディズニーランド大規模開発」の開業日を2020年4月15日に

決定しました。

「美女と野獣“魔法のものがたり”」など、複数の施設のオープンにより、

“新鮮さ”“快適さ”の更なる向上を目指していきます。

■2019年4月期末決算資料からの主な更新箇所

P.21 東京ディズニーリゾート・アプリ上で取得できるディズニー・ファストパスのサービス

P.17 開始時期「2019年夏」 ⇒ 「2019年7月」

P.26 メインエントランス多言語対応の自動券売機 「導入予定」 ⇒ 「導入」

P.27 東京ディズニーランド大規模開発開業日 「2020年春」 ⇒ 「2020年4月15日」

P.28 2019年度営業キャッシュ・フロー予想 「1,052億円」 ⇒ 「1,155億円」

P.29 2019年度ROE予想 「7.9%」 ⇒ 「9.1%」
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株式会社オリエンタルランド 経理部IRグループ

注意事項：

本資料は、OLCグループの業績及び今後の経営戦略に関する情報の提供を目的としたものであり、当社が発行する
有価証券の投資勧誘を目的としたものではございません。

株式会社オリエンタルランド 経理部IRグル プ

047-305-2034 www.olc.co.jp

本資料にて開示されているデータは、発表日現在の判断や入手可能な情報に基づくものです。当社グループの事業は、
顧客嗜好・社会情勢・経済情勢等の影響を受けやすい特性を持っているため、本資料で述べられている予測や見通しには、
不確実性が含まれていることをご承知おきください。

テーマパーク入園者数については単位未満を四捨五入、財務データについては単位未満を切り捨てて記載しています。

本資料の転載はご遠慮ください。


